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環境と人間にやさしい防除法の開発　

ト　ピ　ッ　ク

研究 虫たちの交信を
　　　　邪魔して害虫を防げ

　生物研の安居拓恵らの研究グループと山崎俊正らの研究
グループは、先月相次いで「虫たちの交信」に関わる成果
を発表しました。その意義と今後の農薬開発への展開につ
いてご紹介します。

虫たちの交信

　虫たちは、私たちヒトのように
言葉を発することは出来ませんが、
様々な方法で交信しています。そ
の一つが「化学物質を使った交信」
です。例えば、サトウキビの大害
虫である「ケブカアカチャコガネ」

というコガネムシは、オスはメスが出す特定の化学物質
（性フェロモン）を頼りにメスを探し当てます。

交信を妨害して害虫を防ぐ - 性フェロモンの利用 -

　では、あたり一面に性フェロモンが漂っていたらどう
なるでしょう？　オスはメスを見つけられないため交尾
ができず、次の世代が産まれません。つまり、虫たちの
交信を妨害することによって次の世代の害虫数を減らし、
作物の被害を防ぐことができるのです。この方法は「交信
かく乱法」と呼ばれ、実際にガの仲間の害虫防除に利用

され始めています。安居拓恵らのグループは、沖縄県農業
研究センターとの共同研究のもと、ケブカアカチャコガ
ネの性フェロモンが「2- ブタノール」という化学物質で
あることを突き止めました。さらに性フェロモンを封入
したチューブを畑一面に仕掛けたところ、ケブカアカチャ
コガネの交尾を阻害し、次の世代の子供の数を 1/20 に減
らすことができました。交信かく乱法によるケブカアカ
チャコガネの防除に成功したのです。性フェロモン入り
チューブは、共同研究者である信越化学工業（株）が実
用化への手続きを進めています。

アリたちの交信 - 社会性の維持 -

　一方、山崎俊正らのグループは「ア
リ」の交信に注目しました。アリ
は社会性を持ち、様々な仕事を仲
間と協調・分担して行います。ア
リたちは、500 種類以上もの化学
物質を触角でやりとりして交信し、
複雑な社会システムを保っていま

す。アリが情報を受け取るには、触角で受け取った化学
物質が体内の適切な場所に運ばれる必要があります。そ
の機能を担う「輸送タンパク質」はこれまで 30 種類ほど
しか知られておらず、多数の化学物質を運ぶには足りな

 ここまで 10 年以上
かかりました。虫の生態解明が鍵で

した。沖縄県農研センター、信越化学工業、
現地宮古島の製糖関係、生物研をすでに退職され
た方々など、写真に写しきれない多くの人が関わっ

てたどり着いた成果です。実用化され、被害が
軽減されることを期待しています。

ケブカアカチャコガネの研究グループのメンバー（中央が筆者）

ケブカアカチャコガネ

富山県立大学、東京大
学、筑波大学と協力して発見した NPC2

は、害虫アリの防除に新たな可能性を与えてく
れました。安居らのグループのように、この可能性
を具体化できるよう、研究を発展させていきたい

　　と思います。

クロオオアリ

アリの研究グループのメンバー（左端が筆者）
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研 究 交 流

オランダ ワーヘニンゲン大学学長が来所
　1 月 22 日（水曜日）に、農研機構主催のシンポジウム
で講演するため来日されたオランダ ワーヘニンゲン大学
のマーティン・クロフ学長が、同日午前中に生物研を訪問
されました。クロフ学長は理事長の廣近から生物研の研究
紹介を受けた後、膨大なデータを取り扱うゲノム情報研究
や、植物種子などの遺伝資源を収集、保存、管理するジー
ンバンク事業について視察されました。 

[ 広報室 ]

第61回 日本ウイルス学会学術集会「優秀ポスター賞」
受賞タイトル：

宿主抵抗性因子 Tm-1 のトマトモザイクウイルス
複製タンパク質認識機構の解明

受賞者：上級研究員　加藤 悦子
（農業生物先端ゲノム研究センター　生体分子研究ユニット）

[ 共同受賞者 ]
石橋 和大、石川 雅之（植物科学研究領域　植物・微生物間相

互作用研究ユニット）、小林 千歩子（生体分子研究ユニット）

受賞日：H25 年 11 月 10 日

　トマトの Tm-1 は、トマトモザイク病の原因となる「ト
マトモザイクウイルス（ToMV）」の増殖を抑えるタンパ
ク質です。Tm-1 は ToMV の増殖に必須なヘリカーゼとい
うタンパク質に結合してその働きを阻害することにより、
ToMV の増殖を抑えています。私たちは X 線結晶構造解

析 と い う 方 法
で Tm-1 とヘリ
カーゼが結合し
た状態の構造を
調 べ、Tm-1 が
どのようにヘリ
カーゼの働きを
阻害しているか

を解明しました。日本ウイルス学会は動物ウイルスの研究
発表が中心で、私たちの植物ウイルスに関する研究がどの
ように受け入れられるか心配しながらの初参加でしたが、
予想に反して多くの方々から興味を持っていただきまし
た。また、今回の発表を機に新たな共同研究も始まりまし
た。今後もウイルスの複製に関する構造生物学的な研究を
進めていきたいと考えています。　　　　　　 [ 加藤 悦子 ]

受 賞 ・ 表 彰

左から 2 番目がワーヘニンゲン大学のマーティン・クロフ学長

いと考えられていました。山崎らのグループはクロオオア
リから「NPC2」という新たな輸送タンパク質を発見しま
した。NPC2 は１種類で幅広い種類の化学物質と結合し
輸送することが可能で、アリたちの交信において非常に
重要な役目を果たしていることがわかりました。今後は、
NPC2 と化学物質との結合を阻害する物質を探すことによ
り、不快害虫・農業害虫でもあるアリを、交信かく乱によっ
て防除する方法の開発につなげたいと考えています。

おわりに

　交信かく乱法は、特定の害虫にだけ効いて人間や他の生
物には影響を及ぼさず、また環境負荷も少ない防除法です。

虫たちの交信や生態についてよく調べ、今後も環境と人間
にやさしい防除法の開発に役立てていきたいと思います。

共同研究者と
左から 2 番目、賞状を持っているのが筆者。

ケブカアカチャコガネについて：
[ 昆虫科学研究領域　昆虫相互作用研究ユニット　安居拓恵 ]
アリについて：　　
[ 農業生物先端ゲノム研究センター　生体分子研究ユニット　山崎俊正 ]

関連情報
• 2 月 20 日プレリリース

「性フェロモンを利用したサトウキビの害虫防除に成功」
http://www.nias.affrc.go.jp/press/2014/20140220/

• 2 月 24 日プレリリース
「アリの情報交換に関わる新型タンパク質を発見」
http://www.nias.affrc.go.jp/press/2014/20140224/

http://www.nias.affrc.go.jp/press/2014/20140220/
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受 賞 ・ 表 彰

2013年 日本育種学会秋期大会「日本育種学会優秀発表賞」

受賞タイトル：
Vigna 属野生種の Neo-domestication

受賞者：JSPS 特別研究員　高橋 有
（遺伝資源センター　多様性活用研究ユニット）

[ 生物研所属の共同受賞者 ]
内藤 健、 伊勢村 武久、武藤 千秋、加賀 秋人、友岡 憲彦

（多様性活用研究ユニット）、坂井 寛章（農業生物先端ゲノム研

究センター　ゲノムインフォマティックスユニット）

受賞日：平成 25 年 11 月 19 日

　私たちは、野生植物の栽培化（ネオ・ドメスティケー
ション、Neo-domestication）により、不良環境でも食
糧生産ができる作物の開発を目指しています。今回、病虫

害に強い Vigna 属（ビ
グナ属、アズキの仲間）
の野生種に突然変異を
起こし、1 万個体の中
から「タネが大きい個
体」と「サヤが弾けな
い個体」を見つけまし
た。この成果は、野生
植物から作物がつくれ
ることを意味します。私一人の力はとても小さく、共同研
究者の支援無くしてはこの成果は得られませんでした。ま
た炎天下、毎日作業をしてくれた補助員の方々にも大変感
謝しています。　　　　　　　　　　　　　[ 高橋 有 ]

生物研からは、いずれも「マメ」に関わる発表を行った、津田麻衣、高橋有、坂井寛章の 3 名が受賞しました。

受賞タイトル：
ダイズミニコアコレクションにおける開花期の
ゲノムワイド関連解析

受賞者：特別研究員　津田 麻衣
（農業生物先端ゲノム研究センター　ダイズゲノム育種研究ユニット）

[ 生物研所属の共同受賞者 ]
清水 武彦、町田 佳代、石本 政男、加賀 秋人（ダイズゲ

ノム育種研究ユニット）

受賞日：平成 25 年 11 月 19 日

　ゲノムワイド関連解析（GWAS）は開花期・収量など
多数の遺伝子が関わる性質について、品種間のゲノム全体
の違いを比べる手法で、作物分野でも利用され始めてい

ます。今回ダイズにつ
いて GWAS を初めて利
用し、開花期に関わる
遺伝子を解析しました。
当初は統計解析や膨大
なデータの扱いに苦労
しましたが、既知の遺
伝子を正確に検出でき
たうえ、複数の新規遺

伝子も把握することができました。今後、様々な農業形質
の解明にも利用できると考えています。加賀主任研究員の
ご指導と周囲の方のご支援により、この賞を頂くことがで
きました。この場を借りて感謝申し上げます。[ 津田 麻衣 ]

受賞タイトル：
Vigna 属ゲノムプロジェクト

受賞者：主任研究員　坂井 寛章
（農業生物先端ゲノム研究センター　ゲノムインフォマティックスユニット）

[ 共同受賞者 ]
内藤 健、小木曽 映里、友岡 憲彦（遺伝資源センター　多様性活用

研究ユニット）、加賀 秋人（農業生物先端ゲノム研究センター　ダイズ

ゲノム育種研究ユニット）、伊藤 剛（ゲノムインフォマティックスユニット）

受賞日：平成 25 年 11 月 19 日

　アズキやその仲間である Vigna 属（ビグナ属）のゲノ
ム研究基盤を確立するため、第一歩としてアズキの全ゲノ

ム解読を行いました。Vigna 属
には、塩や酸性など様々な不良
環境に強い野生種が数多くあり
ます。そのワイルド & セクシー
な魅力が伝わったと思うと嬉し
いです。また、今回の発表は研
究プロジェクトの紹介という一
面があったので、今後への期待

も込められているのかなとも思っています。頂いた賞を励
みに、多くの研究者や、育種に携わる方々に Vigna 属植
物の魅力を知っていただき、私たちの研究成果を役立てて
もらえるよう、さらに頑張っていきたいです。　 [坂井 寛章]

共同研究者と
左から、加賀秋人、津田麻衣（筆者）、 
石本政男。

賞状を手に

中央が筆者、両サイドは研究をサポー
トした補助員の 2 人
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会 議 報 告

2013 植物科学シンポジウム

持続可能な社会の構築に向け、植物科学が果たす役割は？
　平成25年12月4日（水曜日）に東京都港区のコクヨホー
ルで、生物研ほか 2 つの機関（理化学研究所環境資源科
学研究センター、産業技術総合研究所）と大学植物科学研
究者ネットワークの主催で「2013 植物科学シンポジウム」
が開催され、大学や独立行政法人など各研究機関や、民間
企業の植物関連の研究者を中心に 241 名が参加しました。
現代社会は大量のエネルギーの投入と消費によって維持さ
れています。しかしその結果、エネルギー資源の枯渇が目
前に迫ってきており、大量消費によらない「持続可能な生
産と消費を行う社会」への変換が緊急の課題となっていま
す。そこで本シンポジウムでは、持続可能な社会の構築に
向け、植物科学が果たしうる役割について議論しました。
　まず若手研究者による最新研究成果の紹介「持続可能な
植物資源の最先端研究」と、実用化に近い植物研究・作物
研究の成果の紹介「持続可能な社会構築へ向けた植物生産

技術」があり、11 の成果が紹
介されました。この中で生物研
からは、主任研究員の宇賀優作
が「深根性遺伝子を活用した耐
乾性作物の開発」について報告
したほか、上級研究員の井澤毅
とユニット長の土岐精一が成果
報告を行いました。次に内閣府

総合科学技術会議、文部科学省、経済産業省、農林水産省
の政策担当者から、各府省の植物科学研究における取り組
みや考え方が紹介されました。その後、センター長の矢野
昌裕も加わり「強い農業再興に貢献する科学技術イノベー
ション」について、パネルディスカッションが行われまし
た。
[農業生物先端ゲノム研究センター　先端ゲノム解析室　安河内 祐二]

第6回公開シンポジウム「カイコ産業の未来」

遺伝子組換えカイコを用いた動物医薬品の開発を目指して
　1 月 30 日（木曜日）に秋葉原
コンベンションホール（東京都千
代田区）にて、生物研主催の公開
シンポジウム「カイコ産業の未来」
が開催されました。本シンポジウ
ムは、生物研が中心となって開発
した「遺伝子組換えカイコ技術」
のさらなる利用拡大を目指して毎
年開かれているもので、遺伝子組
換えカイコに関わる技術情報の紹
介や、関連分野の方々との意見交換を行っています。6 回
目となる今年は「動物医薬品の開発」をテーマに取り上げ
ました。最初に農林水産省動物医薬品検査所の能田健氏に
よる基調講演「動物医薬品を巡る情勢」が行われ、動物医
薬品の市場動向や承認審査、今後の課題等が報告されまし
た。続く一般講演では、生物研からは主任研究員の立松謙
一郎が遺伝子組換えカイコを用いた動物由来サイトカイン
の大量調製について報告し、さらに農業・食品産業技術総
合研究機構 動物衛生研究所の菊佳男氏からは、このサイ
トカインの牛の乳房炎に対する治療効果について報告され

ました。また動物医薬品やバイオ製剤メーカーの研究担当
者からは、カイコを用いた動物由来タンパク質の生産につ
いて、研究開発の現状が報告されました。
　当日は 120 名を超える参加者が集まり、会場は満席と
なりました。参加者は民間企業の方が最も多く、また酪農
や畜産に関わる地方の試験研究機関からの参加者も目立ち
ました。来場者アンケートでは、バイオ産業の新技術とし
て遺伝子組換えカイコの活用に期待する声が多く寄せられ
ました。今後も本シンポジウムを通じて様々な分野の方々
と広く意見交換を行い、積極的にニーズに対応する研究開
発を進めたいと考えています。

［遺伝子組換え研究センター　昆虫機能研究開発ユニット　宮澤 光博］

主任研究員 立松謙一郎
の講演の様子

満席となったシンポジウム会場

主任研究員 宇賀優作の講演
の様子
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つくばの知を発信
　1 月 24 日（金曜日）に茨城県のつくば国際会議場で
SAT テクノロジー・ショーケース 2014 が開かれました。
本イベントは、つくばに位置する研究機関が中心となり、
宇宙、ナノテク、生命科学、農林水産などあらゆる分野の
成果を発信し、また異分野の研究者どうしが交流を深める
ことを目的としています。生物研は、今年はじめての企画
となる「世界トップポスター」として「イネゲノム解読が
もたらすもの - 新たな作物開発への挑戦 -」を出展したほ
か、5 件の一般ポスターを出展しました。当日はポスター
発表に加えて、1 分間のごく短いプレゼンテーションが行
われ、集まった聴衆はどの成果も聞き漏らすまいと、熱心
に聞き入っていました。

［広報室］

生物研の最新成果を講義形式で紹介
　「NIASオープンカレッ
ジ」は、生物研が「知の
市場（総合的、実践的な
学習講座）」および早稲
田大学規範科学総合研究
所と例年共催している社
会人向け講座です。平成
25 年は、9 月 5 日から
12 月 12 日までの毎週
木曜日に、東京・四ツ谷の主婦会館にて全 15 回実施しま
した。本講座では、大学生、報道関係者を含む一般の方を
対象に、生物研の研究内容を中心とした最新の生物科学研
究をわかりやすく紹介しています。今年度は、理解を深め
やすいよう「先端ゲノム研究」、「遺伝子組換え研究」、「遺
伝資源研究」の３つの視点に分けて講義を行いました。さ
らに「世界の中の日本を知る」という視点から、外部講師
による食料需給や食料確保に関する講義や、昨年我が国で
公布された ITPGR ( 食料及び農業のための植物遺伝資源
に関する国際条約）に関連した、遺伝資源をめぐる国際情
勢についての講義も行いました。なお教室での受講に加え、
インターネットによる同時配信を行い、遠方からの受講に
も対応しました。

　講義後の質疑応答では、教室の受講生が講師に熱心に質
問する光景が何度も見られました。質問する方々はそれぞ
れご自身の考えをお持ちでしたが、「もっと知りたい」と
いう意欲があふれている点では一致していました。また、
質疑応答や受講者アンケートでは、情報発信を含めた生物
研の様々な活動への期待や、叱咤激励の言葉も多く寄せら
れ、事務局としても身の引き締まる思いをしました。

• NIAS オープンカレッジのホームページはこちら

http://www.nias.affrc.go.jp/sc/opencollege/

[ 広報室 ]

SAT テクノロジー・ショーケース 2014

第 1 回、理事長の廣近洋彦による講義

「世界トップポスター」のポスター発表（上）と、一般ポスターの 
１分間プレゼンテーション（下）の様子

イベント報告

NIASオープンカレッジ

質疑応答の様子（第 2 回、講師はセンター長の矢野昌裕）

http://www.nias.affrc.go.jp/sc/opencollege/
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イベント報告

サイエンスQ / サイエンスカフェ

ファミ
リー・一般向け

イベント情報

ラヂオつくば  サイエンス Q
（平成 25 年 11 月 15 日収録）

「おコメの品種改良の話」
出演者：山本 敏央

（農業生物先端ゲノム研究センター  

 イネゲノム育種研究ユニット）

収録会場：つくばみらい市立 
谷井田小学校（5 年生）

「ラヂオつくば」は茨城県つくば市のコミュニティ FM 放送局で、 

「サイエンス Q」は小中学生の科学技術に関する疑問に対し研究機関の

研究員が答える、というラジオ番組。番組は 1 月 6 日にラヂオつく

ばで放送されました。

東京都中野区　TTC バイオカフェ
（東京テクニカルカレッジ　2 月 7 日）

「絹糸だけじゃない！医療にも
役立つ “お蚕さま” ～カイコっ
てどんな昆虫？～」
話し手：瀬筒 秀樹

（遺伝子組換え研究センター

 遺伝子組換えカイコ研究開発ユニット）

• これらについて、詳しくは以下のホームページをご覧下さい。

http://www.nias.affrc.go.jp/sc/

[ 広報室 ]

シルク・サミット 2014 in 富岡製糸場
■ 日時：４月 17 日（木曜日）・18 日（金曜日）
■ 場所：旧富岡製糸場（群馬県富岡市富岡 1-1） 
　　　　 電話 0274(64)0005　　Fax 0274(64)3181
■ 参加費：無料（要事前登録）
■ 参加方法：3 月 28 日までにホームページより申込

■ お問い合わせ : 
　　 生物研 遺伝子組換えカイコ研究開発ユニット内
　　 TEL.029-838-6101 （担当：中島健一）

• 参加申込や詳細は、以下のホームページをご覧下さい。
http://www.nias.affrc.go.jp/silksummit2014/

農業生物資源研究所 一般公開　きて！みて！ふれて！ 生命科学の不思議

■ 日時：４月 18 日（金曜日）・19 日（土曜日）
　　　　 両日とも　午前 10 時～午後 4 時
■ 場所：生物研本部地区（茨城県つくば市観音台 2-1-2） 
　　　　 大わし地区（茨城県つくば市大わし 1-2） 
■ お問い合わせ：生物研 広報室　電話 029(838)8469

本部地区会場 
植物関係の先端研究の紹介・展示
◆ 体験企画：

ミニトマト植え継ぎ実験
ブロッコリーやいちごなどからの DNA 抽出実験
DNA ストラップ作り
植物ホルモンの分子模型作り
スマホ・デジカメ・ケータイでの顕微鏡写真撮影

◆ いろいろな種子の展示　◆ スタンプラリー　など

大わし地区会場
昆虫や動物関係の先端研究紹介・展示
◆ 体験企画：

カイコにフェロモンをかがせてみよう
カイコからの DNA 抽出実験／糸くり体験
シロアリの消化酵素でティッシュを溶かしてみよう
ヤギのフェロモンをかぎ分けよう

◆ いろいろなカイコ・昆虫・桑の展示
◆ サイエンスカフェ　◆ スタンプラリー　など

• 詳しくはホームページ　http://www.nias.affrc.go.jp/openhouse2014/　をご覧下さい。

http://www.nias.affrc.go.jp/sc/
http://www.nias.affrc.go.jp/silksummit2014/
http://www.nias.affrc.go.jp/openhouse2014/
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News in Brief
Research Topic

Discovery of eco-friendly insect pest management 
strategies

Two major research outputs may lead to the development 
of strategies for controlling insect pests without any adverse 
effects on humans and the environment.

The group of Hiroe Yasui of the Insect Interactions Research 
Unit Research Unit, Division of Insect Sciences in collaboration 
with the Okinawa Prefectural Agricultural Research Center 
has successfully disrupted the mating behavior of white grub 
beetle, a major insect pest of sugar cane, with the application 
of synthetic sex pheromone in the field. The sex pheromone 
released in the field using polyethylene-tube dispensers 
reduced the larval density in succeeding generation of white 
grub beetle thereby providing an effective and environment 
friendly method of preventing extensive damage in infestation 
caused by the insect pest.

In another study, the group of Toshimasa Yamazaki of the 
Biomolecular Research Unit, Agrogenomics Research 
Center has identified a new protein that plays a crucial role in 
chemical communication and exchange of information among 
worker ants. As this protein specifically functions on ants, 
this discovery is expected to provide a potential target for the 
development of safe and environmentally friendly agricultural 
pesticides against harmful and invasive ants.

Visit • Research Collaboration

Prof. Martin Kropff, the Rector Magnificus and Vice President 
of Visit Wageningen University, and member of the Research 
Center of the Netherlands visited the NIAS on January 22, 
2014. Prof. Kropff was given an overview of various researches 
and a tour of the data storage facilities of the institute and seed 
storage facilities of the NIAS Genebank.

Awards & Recognition

The Japanese Society for Virology awarded the Outstanding 
Poster Award to Etsuko Katoh of the Biomolecular Research 
Unit, Agrogenomics Research Center on November 11, 2013 
for the poster entitled “Recognition mechanism of Tomato 
mosaic virus and the resistance gene Tm-1” co-authored with 
Kazuhiro Ishibashi (Plant Microbe Interaction Research Unit), 
Masayuki Ishikawa (head of Plant Microbe Interaction Research 
Unit) and Chihoko Kobayashi (Biomolecular Research Unit). 

The awards for outstanding presentations were given by the 
Japanese Society of Breeding to Mai Tsuda (Soybean Applied 
Genomics Research Unit) for the poster presentation entitled 
“Genome wide association analysis of flowering of soybean 
mini core collection”, Yu Takahashi (Biodiversity Research Unit) 
for the oral presentation entitled “Neo-domestication of Vigna 
wild species”, and Hiroaki Sakai (Bioinformatics Research Unit) 
for the poster presentation entitled “Vigna Genome Project”. 
The awards were given in conjunction with the 124th meeting 
of the Japanese Society of Breeding held in Kagoshima 
University on October 11-14, 2013.

Meeting Report

Plant Science Symposium 2013
With the theme focusing on the development of sustainable 
resources, the Plant Science Symposium was held at the 
Kokuyo Hall in Shinagawa, Tokyo on December 4, 2013. This 
symposium was jointly sponsored by NIAS, RIKEN Center for 
Sustainable Resource Science, National Institute of Advanced 
Science and Technology (AIST), and the network of university 
researchers in plant science. Among the speakers from several 
universities and research institutes, Yusaku Uga (Rice Applied 
Genomics Research Unit), Takeshi Izawa (Functional Plant 
Research Unit) and Seichi Toki (Plant Genome Engineering 
Research Unit) presented their most recent studies on various 
areas of plant research. 

NIAS Symposium on the Future of Silkworm Production
The 6th in the series of NIAS symposium on silkworm 
research was held at the Akihabara Convention Hall on 
January 30, 2014 under the theme “Development of animal 
based pharmaceuticals”. This annual symposium is aimed 
at enhancing the utilization and application of the transgenic 
silkworm technology developed by NIAS. Ken-ichiro Tatematsu 
(Transgenic Silkworm Research Unit) gave a presentation on 
the utilization of transgenic silkworm for large-scale regulation 
of cytokine.

Events

NIAS Open College
A series of lectures designed for the non-scientific including 
ordinary laymen, students and people in the press is organized 
by NIAS annually in collaboration with the NGO “Free Market of 
• by • for Wisdom” and Waseda University Integrated Institute 
for Regulatory Science. For FY2013, the NIAS Open College 
was held for 15 consecutive weeks from September 5 to 
December 12, 2013 at the Shufu Kaikan in Yotsuya, Tokyo. The 
lectures focused mainly on the three major aspects of research 
such as agrogenomics, genetically modified organisms, and 
genetic resources.

SAT Technology Showcase 2014
The SAT Technology Showcase consisting of mini-symposiums‚ 
special lectures‚ poster presentations‚ indexing presentations‚ 
and research exhibitions was held at the Tsukuba International 
Congress Center on January 24‚ 2014. This event was 
sponsored by the Science Academy of Tsukuba, various 
research organizations, the city and prefectural governments‚ 
and the University of Tsukuba. The major objective of this 
event is foster intellectual exchanges among researchers 
from national institutes‚ companies‚ and the government that 
will serve as the impetus for new research initiatives and 
opportunities towards the creation of innovative industries. 
This year, NIAS presented 5 posters featuring various research 
outputs and participated in the ‘World’s Top Poster’ section 
featuring some of the research achievements that have made 
significant impact in global science. 

Science Q
The NIAS participated in the ScienceQ radio program 
sponsored by the Tsukuba Science City Network with a talk on 
rice varietal improvement by Toshio Yamamoto, head of the 
Rice Applied Genomics Research Unit. The broadcast was 
held at the Yaita Elementary School in Tsukubamirai City with 
the participation of grade 5 pupils. 

Science Café
The TTC Biocafe was held in collaboration with Tokyo Technical 
College on February 7, 2014 at the TTC Campus in Nakano-
ku, Tokyo. Hideki Sezutsu, head of the Transgenic Silkworm 
Research Unit presented a talk on innovative utilization of 
silkworm. 
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Upcoming Events

Silk Summit 2014 in Tomioka Silk Mill
When: April 17-18, 2014
Where: Tomioka 1-1, Tomioka City, Gunma Prefecture 
Contact: 0274 (64) 0005
Activities: exhibits, demonstrations, special lectures, 
guided tours and a lot more!

NIAS Open House 2014
When: April 18-19, 2014 
Where: Kannondai 2-1-2, Tsukuba City, Ibaraki Prefecture

 Owashi 1-2, Tsukuba City, Ibaraki Prefecture
Contact: 029 (838) 8469 (Public Relations Office)
Activities: exhibits, demonstrations, science crafts, stamp 
rally and a lot more!

http://www.nias.affrc.go.jp/

